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（注）直近は８月。寄与度にはウエイト効果を含む。

（出所）CEICより第一生命経済研究所作成。

【図表２】月次CPIの寄与度分解
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～ガソリン価格の上昇で総合 CPI は再加速するも、基調としては引き続き鈍化～ 
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オーストラリア統計局（ＡＢＳ）が公表した８月オーストラリア CPIは、前年比＋5.2％と市場予想通

り（同＋5.2％）となり、４月（同＋4.9％）からは伸びが加速した。一方で、ＡＢＳが月次指標として

インフレの基調判断に有用としている、「価格変動の大きい品目と旅行費を除いた CPI」は、前年比＋

5.5％と４月（同＋5.8％）からは伸び率が縮小しており、インフレ基調としては引き続き鈍化を示して

いる（図表１）。 

今回の総合 CPIの加速は、ガソリン価格を中心とした「輸送費」の上昇が原因であった。総合 CPIの

項目別寄与度を確認すると、輸送費は＋1.3％pt と前月（＋0.5％pt）から大きく拡大した（図表２）。

８月は、サウジアラビアの自主減産の延長やロシアの減産を受けて、国際商品市況の原油価格が上昇し

たことから、オーストラリア国内のガソリン小売価格も上昇していた。他の項目の寄与度を確認すると、

22年 12月のピーク時にインフレ率を大きく上昇させていた、旅行・宿泊費を含む「レクリエーション・

文化」や新規住宅価格を含む「住居費関連」は、既往の金融政策の効果から、幾分寄与度が縮小してい

る。 
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（注）直近は８月。

（出所）CEICより第一生命経済研究所作成。

【図表１】月次インフレ率の推移
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先行きは、引き続き「輸送費」を中心に、総合ＣＰＩは幾分加速するとみている。高頻度データでオ

ーストラリア国内のガソリン小売価格を確認すると、９月も引き続き上昇している（図表３）。９月に入

り、サウジアラビアが市場予想に反して自主減産を 12 月末まで延長することを発表し、国際エネルギ

ー機関（ＩＥＡ）が月次レポートで「大幅な供給不足」が生じる懸念を指摘したことから、原油の需給

逼迫が意識され、原油価格が引き続き上昇した影響を受けている。もっとも、インフレ基調としては引

き続き鈍化しており、今月の総合ＣＰＩの再加速をもって、インフレ率の上振れや高止まりの長期化リ

スクと捉えるのは早計だろう。ＲＢＡは 10 月３日に金融政策決定会合を控えているが、次回会合では

据え置きを継続して、政策効果の見極めに徹する可能性が高いと考えられる。 
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（注）直近は９月。週次ガソリン小売価格の月次平均。

（出所）CEICより第一生命経済研究所作成。

【図表３】ガソリン小売価格


